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厚生労働省子ども家庭局子育て支援課 

 

 

放課後児童健全育成事業における新型コロナウイルス感染症への対応にかかる 

Q＆A について（令和２年３月 11 日現在） 

 

平素より、子ども・子育て支援の推進にご尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

今般、小学校、中学校、高等学校等については、現に感染が拡大していない地域に

おいても、感染のリスクを予防する観点から、春休みの前段階として、臨時休業が要

請され、これに伴い、放課後児童健全育成事業を柔軟に運営していただいているとこ

ろです。学校等の臨時休業中にかかる放課後児童健全育成事業の運営に関する取扱い

について、Q&A にとりまとめましたので、管下の放課後児童クラブに対して周知をお

願いするとともに、都道府県におかれては、管内の市町村（特別区を含む。）に対する

周知をお願いします。なお、新型コロナウイルス感染症については、日々状況が変化

しておりますので、その点ご留意いただくとともに、遺漏無きよう周知についてご配

意のほどお願いいたします。 

 

 

 

  

都道府県 

各 指定都市 

中 核 市 

放課後児童健全育成事業ご担当者様 



放課後児童クラブにおける新型コロナウイルス感染症への対応にかかる Q&A 

 

（放課後児童クラブの開所関係） 

 

問１ 学校は臨時休業するのに、なぜ放課後児童クラブはしないのか。 

 

 ○ 放課後児童クラブについては、保護者が働いており、家に１人でいることがで

きない年齢の子どもが利用するものであることから、原則として引き続き開所い

ただくこととしております。 

ただし、放課後児童クラブにおいても、感染の予防に最大限配慮することが必

要であり、「保育所等において子ども等に新型コロナウイルス感染症が発生した

場合の対応について（第二報）（令和２年２月 25 日付け事務連絡）」①児童や職

員が罹患した場合や、地域で感染が拡大している場合には、市区町村の判断の下、

臨時休所が行われうるとともに、②開所する場合にも、手洗いなどの感染拡大防

止の措置を講ずるなど、感染の予防に努めるよう周知しているところです。 

 

 

問２ 放課後児童クラブにおいて感染してしまった子どもが出た場合、市区町村はま

ず何をすべきか。 

 

 〇 都道府県の保健衛生部局等と連携の上、感染者の状況の把握とともに、濃厚接

触者の範囲の確認を行い、休所について判断を行ってください。休所に関する措

置については「保育所等において子ども等に新型コロナウイルス感染症が発生し

た場合の対応について（第二報）（令和２年 2 月 25 日付事務連絡）」で示してい

るところです。 

 〇 他の保護者への周知については、個人情報に十分配慮した上で、 

  ・現時点での休所予定期間 

  ・休所中の健康観察とその連絡（症状が出たら保健所とともに放課後児童クラブ

にも必ず連絡するよう依頼） 

  ・代替事業の紹介（ファミリー・サポート・センターやベビーシッター等） 

  ・利用料等の取扱い 

  ・今後の連絡先や相談窓口 

  などについて情報提供及び要請を行ってください。 

 〇 感染症対策としての消毒については、保健所の指示に従い、施設の消毒を行っ



てください。 

 〇 感染した子ども等に対して、偏見が生じないよう、人権に配慮した対応が必要

です。また、休所に際し子どもや保護者に過度の不安を生じさせないために、新

型コロナウイルス感染症について正しい認識や感染症対策を含めた理解を深め

られるよう情報提供を行ってください。 

 

 

問３ 子どもが濃厚接触者に特定された場合どのように対応すべきか。 

 

 ○ 子どもが感染者の濃厚接触者に特定された場合には、当該子どもの保護者に対

し、市区町村は通所を避けるよう要請することとしています。なお、この場合に

おいて、通所を避ける期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算

して２週間を目安としております。 

 

 

（衛生管理について） 

 

問４ 新型コロナウイルス感染症の予防のために注意すべきことはあるか。 

 

〇 まずは、一般的な感染症対策や健康管理を心がけてください。最も重要な対策

は手洗い等により手指を清潔に保つことです。具体的には、石けんを用いた流水

による手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒などを行ってください（適切な

手洗いの手順等については『保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改

訂版）』の P14 等をご参照ください。）。また、新型コロナウイルス感染症対策と

して、手が触れる机やドアノブなど物の表面には、消毒用アルコールの他、次亜

塩素酸ナトリウムによる消毒が有効です。 

  定期的な換気も併せて行ってください。特に、行事等により、室内で多くの子

どもたちが集まる場合には、こまめな換気が重要です。 

  なお、放課後児童クラブの現場においてマスク等が必要というご意見も伺って

おり、マスク等の需給の状況も踏まえながら、在庫の不足する放課後児童クラブ

等に対して、マスク等を供給するスキームについて検討を進めているところです。 

 

『保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）』  

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000201596.pdf 



 

 

問５ ３月２日付通知の子どもの居場所の確保に係る衛生管理についての「別紙」は、

放課後児童クラブには適用されるか。 

 

○ 当該通知の「別紙」は学校が子どもを預かる際の留意点について示したもので

あり、放課後児童クラブを念頭に置いたものではありません。 

○ 学校においても、あくまでも衛生管理の際に参考としていただきたいという趣

旨で示したものであり、具体的な運用については、それぞれの施設の状況や子ど

もの実態に応じて柔軟に対応いただく位置付けの資料です。 

○ 一方、放課後児童クラブにおいても感染症対策は重要であり、３月２日付けの

通知では、密集性を回避し感染を防止する観点等から、学校の教室等の活用を促

したところです。 

○ 放課後児童クラブにおいては、本通知の別紙を可能な範囲で参考にし、衛生管

理に留意していただきたいと考えます。 

 

 

（通所を避けるよう要請する目安） 

 

問６ 発熱の目安が 37.5℃とされているが、低年齢児の場合すぐに超えてしまう場

合もある。必ず遵守しなければいけない基準か。 

 

○  「「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」を踏まえた対応

について（令和２年２月 17 日付事務連絡）」に基づき、通所を避けるよう要請す

る場合の発熱の目安を 37.5℃としているところです。ただし、発熱の判断をする

際には、平熱に個人差があることについて留意することが求められます。また、

今般の新型コロナウイルスを発症した人の中には、あまり高い熱が出ないケース

も見受けられます。平熱が高い子どもの個々の取り扱いについては、主治医や地

域の医療機関に相談するとともに、判断に迷う場合は市区町村や保健所とも相談

の上対応してください。 

 

 

問７ 発熱や呼吸器症状が有る場合は通所を避けてもらうよう要請となっているが、

ぜん息など、新型コロナウイルス感染症以外の疾患からくる症状で、感染性のも

のではないと医師から診断が出ている場合の取り扱いはどのようにすべきか。 



 

○ 新型コロナウイルスの感染拡大の防止の観点から、発熱や呼吸器症状など風邪

症状がある場合は通所・出勤の回避を要請していただくよう、「保育所等におけ

る感染拡大防止のための留意点について（令和２年２月 25 日）」でお伝えしたと

ころです。ただし、呼吸器症状等が感染性のものでないと医師が判断した場合は

この限りではありません。なお、症状等で心配がある場合には、主治医や地域の

医療機関に相談するとともに、市区町村や保健所とも相談の上対応してください。 

 

 

問８ 今般の小学校等の臨時休業に伴い、人的体制を確保する観点から、小学校の教

職員に加え、春休み中の大学の学生等の協力のもと放課後児童クラブを運営する

ことは可能か。 

 

○ 人的体制の確保の観点から有効であると考えられるため、当該学生が就業又は

ボランティアとしてクラブの業務に携わることは問題ありません。ただし、感染

の予防に十分留意するとともに、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に係る

市町村が条例で定める基準を満たしていただく必要があることに留意してくだ

さい。 

 

 

問９ 閉館中の児童館において放課後児童クラブを実施している場合、児童館内のホ

ールや図書室を放課後児童クラブの登録児童が使用することは可能か。 

 

○ 可能です。 

○ 「新型コロナウイルス感染症防止のための学校の臨時休業に関連しての保育所

等の対応について」（令和２年２月２７日事務連絡）において、放課後児童クラブ

については、感染の予防に留意した上で、原則として、開所いただくこととして

いるところです。児童館で実施するクラブについては、児童の密集を回避し、感

染のリスクを予防する観点からも、御指摘のホールや図書室などのスペースも活

用しながら開所していただくことが望ましいです。 

 

 

問10 「新型コロナウイルス感染症防止のための学校の臨時休業に関連しての放課後

児童健全育成事業の優先利用に関する留意事項について」（令和２年３月４日付

け子子発第１号厚生労働省子ども家庭局子育て支援課長通知）（以下「令和２年

通知」とする。）において、放課後児童クラブの優先利用についての考え方が示さ

れているが、この通知をもって、「放課後児童健全育成事業の事務手続に関する



留意事項について」（平成28年９月20日付け雇児総発0920第２号）（以下「平成28

年通知」とする。）は廃止となるのか。 

 

○ 平成28年通知について、廃止とはなりません。 

○ 今般の小学校等の臨時休業に伴い、従来の放課後児童クラブの利用児童数より

ニーズが高まることが考えられることや新型コロナウイルス感染症対応のため

医療体制を維持する必要があること等により、これまで以上に優先的な利用が求

められる場合が考えられます。そのため、平成28年通知においてお示ししている

考え方に加えて、令和２年通知において保護者が医療・介護職や保育士などの社

会的要請が強い職業等に就いている場合などについても優先利用の対象と考え

られることをお示ししたところです。 

 


